
　長野県から静岡県浜松市の秋葉神社へ参詣する街道は総じて“秋葉街道”
と呼ばれています。伊那市では高遠町的場地籍から長谷、分杭峠を越え秋葉
神社へ通じる道で、昔は集落ごとに秋葉講があり、毎年秋葉神社例大祭に当
番が代参しました。街道は輸送路としても重要で、塩や海産物を太平洋から
内陸部へ運んだ“塩の道”でもありました。
　この秋葉街道の多くは、“中央構造線” の上を通っています。中央構造線は
関東から九州まで日本列島を１０００ｋｍに渡り貫く巨大な断層で、ずれ動いた
断層部分が侵食で削られて
まっすぐな谷となり、人々の往
来に利用されてきました。街道
を歩き当時の人々の心に思い
をはせ、さらにその谷を作った
大地の物語を知ることで、ヒト
（歴史文化）とジオ（大地）の魅
力を体感できます。
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